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運用報告書（全体版） 

サイバーセキュリティ 
株式オープン（為替ヘッジあり） 

 

 
 

第２期（決算日：2019年６月６日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「サイバーセキュリティ株式オー

プン（為替ヘッジあり）」は、去る６月６日に第２期

の決算を行いました。ここに謹んで運用状況をご報

告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／株式 

信 託 期 間 2022年６月６日まで（2017年７月13日設定） 

運 用 方 針 

サイバーセキュリティ株式マザーファンド受益証

券への投資を通じて、主として日本を含む世界の金

融商品取引所に上場しているサイバーセキュリ

ティ関連企業の株式に投資を行います。なお、当

ファンドにおいて、サイバーセキュリティ関連企業

とは、サイバー攻撃に対するセキュリティ技術を有

し、これを活用した製品・サービスを提供するテク

ノロジー関連の企業等をいいます。 

マザーファンド受益証券の組入比率は高位を維持

することを基本とします。 

実質組入外貨建資産については、原則として為替

ヘッジを行い為替変動リスクの低減をはかります。

なお、為替ヘッジが困難な一部の通貨については、

当該通貨との相関等を勘案し、他の通貨による代替

ヘッジを行う場合があります。 

マザーファンドの株式等の運用にあたっては、アリ

アンツ・グローバル・インベスターズ・ユーエス・エ

ルエルシーに運用指図に関する権限を委託します。 

主要運用対象 

ベ ビ ー 

フ ァ ン ド 

サイバーセキュリティ株式マザー

ファンド受益証券を主要投資対象と

します。 

マ ザ ー 

フ ァ ン ド 

日本を含む世界のサイバーセキュリ

ティ関連企業の株式を主要投資対象

とします。 

主な組入制限 

ベ ビ ー 

フ ァ ン ド 

株式への実質投資割合に制限を設け

ません。 

外貨建資産への実質投資割合に制限

を設けません。 

マ ザ ー 

フ ァ ン ド 

株式への投資割合に制限を設けません。 

外貨建資産への投資割合に制限を設

けません。 

分 配 方 針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評価益を

含みます。）等の全額を分配対象額とし、分配金額は、

基準価額水準、市況動向等を勘案して委託会社が決

定します。ただし、分配対象収益が少額の場合には

分配を行わないことがあります。  

  

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 

 分配金額の決定にあたっては、信託財産の成長を

優先し、原則として分配を抑制する方針としま

す。（基準価額水準や市況動向等により変更する

場合があります。） 
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サイバーセキュリティ株式オープン（為替ヘッジあり）

 ファンドマネージャーのコメント
 
当期の運用において主眼をおいたポイントをご説明させ
ていただきます。 
 
■ポートフォリオ概況 
当期、サイバーセキュリティ関連企業は概ね堅調に推移
しました。企業の経営陣にとってサイバーセキュリティ
は引き続き優先順位の高いものであり、多くのサイバー
セキュリティ関連企業では売上高が堅調に推移し、業績
を伸ばしています。当ファンドの基準価額にプラス寄与
した「OKTA INC」や「ZSCALER INC」などの銘柄は、
それぞれ競争力を有するユニークな製品・サービスを提
供し、長期的に魅力的な成長が期待されています。 
我々はファンダメンタル・リサーチによるボトムアップ
型の運用アプローチを採用し、エンドポイント・セキュ
リティ、ネットワーク・セキュリティ、境界セキュリテ
ィ、データ・セキュリティ、アプリケーション・セキュ
リティを含むサイバーセキュリティ業界の主要セグメン
トで業務を行う企業に投資しています。今後とも引き続
き、規律あるプロセスを通じ、魅力的な業績成長の潜在
性、クオリティ・マネジメント、競争優位性、成長に関
する適正なバリュエーションを持つ企業への投資を行い
ます。 
 
■運用のポイント 
サイバー攻撃に対するセキュリティ技術を有し、これを
活用した製品・サービスを提供するテクノロジー関連の
企業への投資を行っています。銘柄選定に当たっては、
セキュリティが脆弱な企業からの需要増加の恩恵を受け
る企業をはじめ、ＩｏＴ（モノのインターネット）やク
ラウド・コンピューティングなどの分野でのセキュリテ
ィ関連企業、サイバーセキュリティに関するコンサルテ
ィングサービスを提供する企業などに注目しています。 
 
■運用環境見通しおよび今後の運用方針 
足下、米中貿易摩擦は激化しており、両国経済にとって

悪影響が大きくなることが意識されているものの、最終
的には解決に向かうとみています。そのため、世界経済
の成長は、短期的に減速するものの、2020年以降再び
加速するとみています。また、 世界の主要中央銀行の
金融政策が概ね緩和的であることは、株式市場にとって
プラス材料になると考えています。 
サイバーセキュリティ市場について、サイバー攻撃方法
の高度化に加え、法的責任を負わざるを得ない可能性や
引き起こされる脅威を鑑みると、企業がサイバーセキュ
リティ問題への対応策を再検証していく中で、その需要
は長期的に拡大すると考えています。これまでは、セキ
ュリティ・ソリューションに対する企業の予算は比較的
小さいものであり、ＩＴ関連支出全体の短期的なサイク
ルの影響を受けてきました。今後はデータ量の増大など
により、これまで以上にサイバー攻撃の回数や規模が拡
大することで、企業は以前よりもサイバーセキュリティ
に対する支出を増加させるとみています。足下米中貿易
摩擦により、株式市場は大きく変動したものの、競争優
位性が高く、長期にわたり着実に成長が期待される、サ
イバーセキュリティ関連企業の業績は、中長期的には堅
調に推移すると考えています。 

 

アリアンツ・グローバル・インベスターズ・ユーエス・エルエルシー
マネージング・ディレクター

シニア・ポートフォリオ・マネージャー
ウォルター・プライス

上記は、アリアンツ・グローバル・インベスターズ・ユーエス・エルエルシーの資料を基に、三菱ＵＦＪ国際投信が作
成したものです。 

サイバーセキュリティ株式オープン（為替ヘッジあり）
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サイバーセキュリティ株式オープン（為替ヘッジあり）

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ％ ％ 百万円 

2017年７月13日 10,000 － － － － 990 

１期(2018年６月６日) 13,244 0 32.4 91.2 － 2,751 

２期(2019年６月６日) 14,356 0 8.4 94.1 － 22,628 
 

（注） 設定日の基準価額は、設定時の価額です。 

（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 

（注） 設定日の純資産総額は、設定元本を表示しております。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ 

2018年６月６日 13,244 － 91.2 － 

６月末 12,810 △ 3.3 90.9 － 

７月末 12,664 △ 4.4 90.5 － 

８月末 13,917 5.1 91.9 － 

９月末 13,803 4.2 92.8 － 

10月末 11,682 △11.8 93.7 － 

11月末 12,132 △ 8.4 94.8 － 

12月末 11,437 △13.6 95.4 － 

2019年１月末 12,715 △ 4.0 94.5 － 

２月末 14,100 6.5 93.3 － 

３月末 14,367 8.5 94.1 － 

４月末 15,203 14.8 92.6 － 

５月末 14,373 8.5 94.7 － 

(期  末)     

2019年６月６日 14,356 8.4 94.1 － 
 

（注） 騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。  
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サイバーセキュリティ株式オープン（為替ヘッジあり）

 運用経過 
第２期：2018年６月７日～2019年６月６日 

当期中の基準価額等の推移について 
 
基準価額等の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。 

※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。 

第 ２ 期 首 13,244円 
第 ２ 期 末 14,356円 
既払分配金 0円 
騰 落 率 8.4％ 

 

 

サイバーセキュリティ株式オープン（為替ヘッジあり）
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サイバーセキュリティ株式オープン（為替ヘッジあり）

 
 
 
 
 
 
基準価額の主な変動要因 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

基準価額は期首に比べ8.4％の上昇となりました。 
基準価額の動き 

保有銘柄の「OKTA INC」や「ZSCALER INC」などの株価が上
昇したことなどが、基準価額の上昇要因となりました。 

上昇要因 

サイバーセキュリティ株式オープン（為替ヘッジあり）
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サイバーセキュリティ株式オープン（為替ヘッジあり）

 
投資環境について 

 
株式市況 
当期のテクノロジーセクターの株価はほ
ぼ変わらずとなりました。 
期首から2018年９月末までは、米中貿易
摩擦の深刻化などが上値を抑える要因と
なった一方で、朝鮮半島情勢が改善に向
かったことや堅調な米国経済などが下支
え要因となり、一進一退となりました。
その後、米国金利の高止まりや米中貿易
摩擦への懸念が強まったことに加え、世
界経済の先行き不透明感の高まりや米政

府機関の一部閉鎖に対する懸念などから
下落しました。2019年に入ってから４月
末までは、米中の通商協議に進展の兆し
がみられたことや、米連邦準備制度理事
会（ＦＲＢ）が2019年内の政策金利の引
き上げを見送る姿勢を示し、米長期国債
の利回りが低下したことなどが株価の押
し上げ要因となりました。その後、期末
にかけては米中対立が激化したことなど
から下落しました。期を通してみると、
ほぼ変わらずとなりました。 

 
 
当該投資信託のポートフォリオについて 

 
サイバーセキュリティ株式オープン
（為替ヘッジあり） 
サイバーセキュリティ株式マザーファン
ド受益証券を主要投資対象とし、実質的
な運用はマザーファンドで行いました。
実質組入外貨建資産については対円で為
替ヘッジを行い、為替変動リスクの低減
をはかりました。 
 
サイバーセキュリティ株式マザーフ
ァンド 
日本を含む世界のサイバーセキュリティ
関連企業の株式に投資を行いました。な
お、当ファンドにおいて、サイバーセキ
ュリティ関連企業とは、サイバー攻撃に

対するセキュリティ技術を有し、これを
活用した製品・サービスを提供するテク
ノロジー関連の企業等をいいます。 
株式等への投資にあたっては、サイバー
セキュリティの需要拡大および技術向上
の恩恵を享受すると考えられる企業の株
式の中から、持続的な利益成長性、市場
優位性、財務健全性、株価水準等を考慮
して組入銘柄を選定しました。 
銘柄選定に当たっては、セキュリティが
脆弱な企業からの需要増加の恩恵を受け
る企業をはじめ、ＩｏＴやクラウド・コ
ンピューティングなどの分野でのセキュ
リティ関連企業、サイバーセキュリティ
に関するコンサルティングサービスを提

第２期：2018年６月７日～2019年６月６日

サイバーセキュリティ株式オープン（為替ヘッジあり）
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サイバーセキュリティ株式オープン（為替ヘッジあり）

供する企業などに注目しました。なお、
株式等の運用にあたっては、アリアン
ツ・グローバル・インベスターズ・ユー
エス・エルエルシーに運用指図に関する
権限を委託しています。 
 
新規組入、全株売却した主な銘柄のポイ
ントは以下の通りです。 
新規組入銘柄 
COMPUTACENTER PLC： 
欧州の様々な地域でネットワーク・セキ
ュリティ、クラウド・サービスに対する
継続的な支出から恩恵を受け、成長機会
が魅力的であると判断し、新規に組み入
れました。 
ELASTIC NV： 
リアルタイムでの検索技術が様々に活用
され、顧客のデータ検索と分析需要の伸
びが期待できると判断し、新規に組み入
れました。 
全株売却銘柄 
COMMVAULT SYSTEMS INC： 
株価が堅調に推移し、さらなる上値余地
が小さいと判断し、全株売却しました。 
F-SECURE OYJ： 
成長が伸び悩んでおり、長期的な成長拡
大は見込めないと判断し、全株売却しま
した。 
 

パフォーマンスに影響した主な銘柄は以
下の通りです。 
プラス要因 
銘柄 
OKTA INC： 
顧客が堅調に増加したことなどにより、
堅調な決算を発表したことなどから、株
価は上昇し、プラスに寄与しました。 
ZSCALER INC： 
上場後、フリー・キャッシュフローを継
続的に生み出したことや、新規事業が良
好なことに加え、既存顧客の客単価が上
昇したことなどを背景に、企業側が業績
見通しを上方修正したことなどから、株
価は上昇し、プラスに寄与しました。 
 

サイバーセキュリティ株式オープン（為替ヘッジあり）
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サイバーセキュリティ株式オープン（為替ヘッジあり）

 
当該投資信託のベンチマークとの差異について 

 
当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 
従って、ベンチマークおよび参考指数との対比は表記できません。 
 
分配金について 

 
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。 
 
分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み） 
 

項 目  第２期 
2018年６月７日～2019年６月６日 

 当期分配金（対基準価額比率）  －（－％） 

  当期の収益  － 

  当期の収益以外  － 

 翌期繰越分配対象額  4,356 

 
（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基

準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。 

 
 
 

サイバーセキュリティ株式オープン（為替ヘッジあり）
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 今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）
 
サイバーセキュリティ株式オープン
（為替ヘッジあり） 
今後の運用方針 
引き続き、サイバーセキュリティ株式マ
ザーファンドを主要投資対象とし、実質
的な運用はマザーファンドで行います。
実質組入外貨建資産については、原則と
して対円で為替ヘッジを行い、為替変動
リスクの低減をはかります。 
 
サイバーセキュリティ株式マザーフ
ァンド 
運用環境の見通し 
サイバーセキュリティ関連銘柄は、短期
的に値動きが大きくなることがあるもの
の、個人・企業・国のサイバーセキュリ
ティへの関心やテクノロジーの発展に伴
う長期的な需要が見込まれ、同ビジネス
を営む企業への投資妙味は大きいと見て
います。セキュリティが脆弱な企業から
の需要増加の恩恵を受ける企業をはじ
め、ＩｏＴやクラウド・コンピューティ
ングなどの分野でのセキュリティ関連企
業、サイバーセキュリティに関するコン
サルティングサービスを提供する企業な
どに注目しています。 

今後の運用方針 
引き続き、日本を含む世界のサイバー攻
撃に対するセキュリティ技術を有し、こ
れを活用した製品・サービスを提供する
テクノロジー関連の企業への投資を行い
ます。 
株式等の運用にあたっては、アリアン
ツ・グローバル・インベスターズ・ユー
エス・エルエルシーに運用指図に関する
権限を委託します。 

 
 

 

サイバーセキュリティ株式オープン（為替ヘッジあり）
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１万口当たりの費用明細 

 
項目 

 当期 
項目の概要 

 金額（円）  比率（％）

(ａ)信 託 報 酬  246  1.852 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

 ( 投 信 会 社 )  (137)  (1.035) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
 ( 販 売 会 社 )  (101)  (0.763) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
 ( 受 託 会 社 )  (7)  (0.054) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料  12  0.087 (ｂ)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料 

 ( 株 式 )  (12)  (0.087)  

(ｃ)有価証券取引税  5  0.041 (ｃ)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数
有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 ( 株 式 )  (5)  (0.041)  

(ｄ)そ の 他 費 用  2  0.018 (ｄ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 ( 保 管 費 用 )  (2)  (0.015) 有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用
 ( 監 査 費 用 )  (0)  (0.003) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用 
 ( そ の 他 )  (0)  (0.000) 信託事務の処理等に要するその他諸費用 

合  計  265  1.998  

期中の平均基準価額は、13,261円です。  

 
（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を

含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。 

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。 

（注）売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費
用は、このファンドが組み入れている親投資信託
が支払った金額のうち、当ファンドに対応するも
のを含みます。 

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。 

 

2018年６月７日～2019年６月６日

サイバーセキュリティ株式オープン（為替ヘッジあり）
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サイバーセキュリティ株式オープン（為替ヘッジあり）

（参考情報） 
■総経費率 
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は1.87％です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

（注）費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。 

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。 

（注）各比率は、年率換算した値です。 
（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。 

 

サイバーセキュリティ株式オープン（為替ヘッジあり）
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○売買及び取引の状況 (2018年６月７日～2019年６月６日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
サイバーセキュリティ株式マザーファンド 15,080,084 20,427,000 2,188,066 3,254,000 

 
 
 

○株式売買比率 (2018年６月７日～2019年６月６日) 

 

項 目 
当 期 

サイバーセキュリティ株式マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 163,499,033千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 66,200,854千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 2.46   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2018年６月７日～2019年６月６日) 

 

＜サイバーセキュリティ株式オープン（為替ヘッジあり）＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替先物取引 186,176 53,773 28.9 204,821 58,402 28.5 

 
 
 

＜サイバーセキュリティ株式マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 127,617 738 0.6 35,881 33 0.1 

為替直物取引 109,628 20,962 19.1 16,886 1,260 7.5 

平均保有割合 23.4%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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サイバーセキュリティ株式オープン（為替ヘッジあり）

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 13,879千円 
うち利害関係人への支払額（B） 129千円 

（B）／（A） 0.9％   
 

（注） 売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪ銀行、三菱ＵＦＪ信託銀行、三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2018年６月７日～2019年６月６日) 

期首残高(元本) 当期設定元本 当期解約元本 期末残高(元本) 取引の理由 

百万円 百万円 百万円 百万円  
990 － 990 － 当初設定時における取得とその処分 

 

○組入資産の明細 (2019年６月６日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

サイバーセキュリティ株式マザーファンド 2,002,325 14,894,342 22,267,042 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2019年６月６日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

サイバーセキュリティ株式マザーファンド 22,267,042 97.1 

コール・ローン等、その他 658,648 2.9 

投資信託財産総額 22,925,690 100.0 
 

（注） サイバーセキュリティ株式マザーファンドにおいて、期末における外貨建純資産（108,130,722千円）の投資信託財産総額（110,825,210

千円）に対する比率は97.6％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、期末における邦貨換算レートは

以下の通りです。 

１アメリカドル＝108.40円 １イギリスポンド＝137.46円 100韓国ウォン＝9.20円  

 

 

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2019年６月６日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 43,895,092,250   

 コール・ローン等 442,265,253   

 サイバーセキュリティ株式マザーファンド(評価額) 22,267,042,774   

 未収入金 21,185,784,223   

(B) 負債 21,266,217,418   

 未払金 20,971,473,320   

 未払解約金 95,552,550   

 未払信託報酬 198,828,322   

 未払利息 716   

 その他未払費用 362,510   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 22,628,874,832   

 元本 15,762,276,576   

 次期繰越損益金 6,866,598,256   

(D) 受益権総口数 15,762,276,576口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 14,356円 
 
＜注記事項＞ 
①期首元本額 2,077,673,547円 
期中追加設定元本額 24,425,502,659円 
期中一部解約元本額 10,740,899,630円 
また、１口当たり純資産額は、期末1.4356円です。 

○損益の状況 (2018年６月７日～2019年６月６日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △      221,557   

 受取利息 541   

 支払利息 △      222,098   

(B) 有価証券売買損益 1,643,855,423   

 売買益 3,820,706,883   

 売買損 △2,176,851,460   

(C) 信託報酬等 △  295,314,994   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 1,348,318,872   

(E) 前期繰越損益金 170,604,942   

(F) 追加信託差損益金 5,347,674,442   

 (配当等相当額) (  2,940,004,252)  

 (売買損益相当額) (  2,407,670,190)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 6,866,598,256   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 6,866,598,256   

 追加信託差損益金 5,347,674,442   

 (配当等相当額) (  2,946,184,720)  

 (売買損益相当額) (  2,401,489,722)  

 分配準備積立金 1,518,923,814   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。
（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 
（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
 

②分配金の計算過程 

項 目 
2018年６月７日～ 
2019年６月６日 

費用控除後の配当等収益額 48,055,412円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 1,300,263,460円 

収益調整金額 5,347,674,442円 

分配準備積立金額 170,604,942円 

当ファンドの分配対象収益額 6,866,598,256円 

１万口当たり収益分配対象額 4,356円 

１万口当たり分配金額 －円 

収益分配金金額 －円 

③「サイバーセキュリティ株式マザーファンド」の信託財産の運用の指図に係る権限の全部または一部を委託するために要する費用として、
信託財産に属する同親投資信託の信託財産の純資産総額に対し年10,000分の60以内の率を乗じて得た額を委託者報酬の中から支弁してお
ります。 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 
［ お 知 ら せ ］ 

2014年１月１日から、2037年12月31日までの間、普通分配金並びに解約時又は償還時の差益に対し、所得税15％に2.1％の率を乗じた復興

特別所得税が付加され、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％、地方税５％（法人受益者は15.315％の源泉徴収が行われます。））

の税率が適用されます。 
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